






























































































































































































































































































































C 匪 巨司 の 卜の写央
⑧ 今日の勉強をして大切なことはどんな
ことでしたか｡
C ｢4番目｣だったら4でもひとつだけ｡
C ｢～目｣は,1つということ｡
7 順序数の活用を意図し
た算数的活動
順序数の活用を意図したする算数的活動
を工犬することは,数学的な思考力 (類推
的に考える)を高めたり順序数の理解を習
熟させたりすることにつながる｡ここでは,
2つの活用場面を提案する｡
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(1)日常生活-の活用
日常生活-の活用は,P∫SA型の学力
では ｢利用｣に相当する｡ここでは自分の
座席 ･ロッカー ･植木鉢など,子どもたち
にとって身近で日常的な場面を取 り上げ
て,順序数を用いて表現させるO
実際の授業では, 1時間日の授業のまと
めの場面で,｢ぼくの教室は,上から2番
目で,右から1番目｣という発言が見られ
た,`これは1年生の教室の位倍を表そうと
思った子どもが,2回建ての校舎をイメー
ジして順序数を〔l発的に活用 した場面であ
る∩
(2)ゲーム化した活動
ここでは ｢数囲ブロックとりゲーム｣を
提案する｡このゲームは,2人組で行 う｡
お互いに数回ブロックを一列に並べて,質
料6の吹きLP.Lにあるような問題を交互に
出し合いブロックを操作する丘tEしくブロ
ックが捜査できたら得点になる｡
この活動のよさは,子どもたちが順序数
の知油を何回も楽しく活用することを通 し
て,順序数U)意味の理解の習熟を図ること
ができる点にある｡
匿.I_i;□
致図ブロックとリゲ ムー
ひだり』 ■ 轟
みきから2ぽん
めをとりましょう.
■ ■ みぎ
8 結果と考察
1時間日の基準をわざと言わずに ｢先/巨
の好きなアイスクリー ムを｣考えさせる授
慧では,子どもたちから｢上からですか?｣
｢下からですか?｣などの質問がすぐに出
され,基畔の必要性に気付かせることがで
きたoまた,｢左右｣｢前後｣の学習場面
では,｢上下｣の学習場面から類推的に考
えて ｢左から｣｢前から｣など,基準の必
要性に気付くことができた｡義輝をわざと
言わずに ｢先生の好きなアイスクリー ム｣
を考えさせる算数的活動は,順序数の意味
を理解したり思考力 (類推的な考え)を育
成したりするのに有効であった｡
2時間目の順作数と銀合数を区別する学
習では,授業の最後には全員が,数や言典
を用いて順序数と集合数を表すことができ
た｡ゲーム ･色ぬり･数や音楽で表すとい
う一連の算数的活動托,順序数と集合教を
rxI別する判断)Jの育成に有効であったu
l･2時間目に,牧図7L=ツクを用いて
自分の考えを説PJlする括動では,ブロック
を置くことで.rl･2･3｣と教えた軌
跡を残すことができるので,説明の意図が
明瞭に伝わっていた 数園ブロックという
教具を用いる説明は,表現力を而める効果
を認めることができた｡
また順序数の活用を居間した算数的な活
動については,2つの提案を行っている｡
これらについては,今後の実践を通 して,
その有効性を確認 していきたい｡
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